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医療機関情報の収集･メンテナンス

株式会社ウエルネス医療情報センター

提携

サービス総合窓口一顧客対応･管理,拡販-

Mediscopeサービスセンター

(http://mediscope.jkk.hitachi.co.jp)

年会費

情報提供サービス

個人･団体会員

"Mediscope”の推進体制

全国の医療機関情報を保有

する専門企業との提携の下

に,日立製作所は直接,顧客

と奥約し,情朝提供サービス

を行っている｡

最近,医療費の個人負担額の増大や高齢社会の到来を背景に,個人･法人ともに医療･健康情報への関心が高まってきてい

る｡企業の健康保険組合では増大する医療費の削減を目的に,また生命保険会社では保険商品の付加価値として,社員や顧客

へ医療･健康にかかわる情報提供サービスを実施するケースが見られるようになってきた｡

日立製作所は,インターネットによる医療情喜郎是供サービス"Mediscope(メディスコープ)”を1998年3月から開始した｡こ

れは,独自のノウハウで全国の医療機関情報を収集し,データベース化を図っている株式会社ウェルネス医療情報センターと

の提携によって実現したものである｡日立製作所は,この提携を契機に使用権を獲得したコアコンテンツ(中核的情報内容)｢全

国の医療機関情幸臥を中心に,主に個人を対象に"Mediscope”を推進してきた｡今後は,医療にとどまらず,健康や福祉など

の周辺領域にまでコンテンツの幅を広げることにより,新たな分野への事業拡大を目指している｡

はじめに

｢医療+は,個人にとってきわめて口常的なものであ

るにもかかわらず,インフォームドコンセントの不足,

医師個人の持つ中門性や高度l夷療機旨諒の整備状況に関す

る情報の不足などの状況に置かれている｡それだけに,

｢少しでも良質の医嫉サービスを受けたい｡+との思いは,

だれにも共通であるものと考える｡

インターネットや電子メールの急速な普及が,情事l川丈

集のあり方に社会的な影響を与えたのは言うまでもない

が,今や,医療も例外ではなくなりつつある｡実際,イ

ンターネット上で｢医療+をキーワードとして検索する

と,4ガ277件ものウェブサイトにヒットし,｢健康+を

キーワードとした場合のヒットに至っては4フ了2,190件に

も_Lる(InfoseekJapanによる検索,1999年6Jl現在)(〕

しかし,こうしたウェブサイトの中には,単なる関連総

合リンク集や,また,無償ではあるが,質問メールを送

付しても,形式的な回冷しか返却されないものが少なく

なく,求めている情報を効率的に人手するには困難を伴

うことが多い｡

ここでは,R立製作所が株式会社ウェルネスl矢療情幸【i

センターとの提携で実現した▲`Mediscope”へのこれま

での取組みと,今後の医療･健康･福祉にかかわるコン

テンツサービス事業の展望について述べる｡
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インターネットと医療

2.1医療情報提供

時平問制限にとらわれずに情報ヘアクセスできるイン

ターネットは,サイバー空間を利用した｢相談+をはじ

めとする有意義な情報を迅速かつ効率的に入手したいと

いう個人側のニーズがきわめて大きいことから,プライ

バシー保護の観点からも,今後,医療分野での情報掟供

サービスの市場拡人に大いに貢献するものと考える｡

しかし現在,インターネット利用の医療に関する法が

未整備,医療にかかわる広子7規制などから,医療情報提

供サービスを｢事業+とするためには,国内ではまだ時

間を要する｡実際,医師法第20条では,直接対面によら

ない診療が禁じられている｡そのため,無償の情報提供

の場合でも,大抵の医療相談ウェブサイトでは,l口l答内

容は最終診断ではなく,あくまでアドバイスにすぎない

旨を注意書きしたうえで相談を受けざるをえない｡その

結果,相談者の期待に卜分こたえきれていないのが現状

である｡

2.2 求められる医療情報

わがl車lでは,医療分野での情報提供サービスは過渡期
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表1"Mediscope”の主なサービスメニュー例

DB検索メニューのほか.専門医師の執筆によるトピックスを

定期的に提供することにより,親しみやすいウェブサイトづくり

を目指している｡

メニュー名 会員用 非会員用

病院を探しましょう 詳細情報 基本情報

メールによる病院探し ○

Dr.KENZOの健康医学塾 ○

健康相談事例(FAQ) ○

注:略語説明ほか

FAQ(FrequentlyAskedQuestion;よくある相談事例)

二･(あり),-(なし)

にある｡個人からの相談への回答やディジタル画像を活

用した遠隔診療といった従来型のものも大きな需要はあ

るが,本来求められているのは,むしろ｢診療+そのも

のの質を向.卜させるためのサービスやコンサルテーショ

ンであると考える｡

米凶では,ある治療法について医帥が別の医師に意見

を求めたり,患者白身が受診中の治療について別の医師

に和談する｢セカンドオピニオン+や,病院経営そのも

のの評価を行う｢マネージドケア+といったコンセプト
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図1"Mediscope”の最初の画面

"h叩://mediscope.jkk.hitachi.co.JP

にアクセスすると,会員以外の一般

ユーザーもー部基本情報を閲覧する

ことができる｡



日立製作所の医療情報提供サービス"Mediscope”への取組み459

が主流となってきている｡現在のわが凶では,こうした

考え方はまだ少なく,ようやく一増βで動きが見えはじめ

てきたところである｡

"Mediscope”への取組み

3.1データベース型コンテンツを核としたサービス

現在の"Mediscope''では,まだ上述の米国のような

サービスを網羅しているわけではなく,まず,l夷療分野

でのサービス事業の第一一ステップとして,DB(Database)

検索を【1+心とした情報提供からスタートした｡会員制の

形態をとりつつ,一般ユーザーにとっても見どころの多

いメニューをそろえることにより,サイトの認知度向上

も回っている(表1参照)｡

"Mediscope”の最大の特徴は,医療機関情報のコン

テンツ(情報内容)のホルダーである株式会社ウェルネス

医療情報センターから捉僕される全回約12力作もの医療

機関(病院,診療所,歯科医院)情報であり,これをメニ

ュー化したのが,クリックーつで｢地域+と｢診療科目+

別に目的の医療機関を探すことができる｢病院を探しま

しょう+である｡これは,｢引っ越してきたばかりだが,

近所にどういう医者がいるのか+や｢人間ドックを実施

病院を探しましょう

どこかの病院へ行かなけ才‾Lぱと､.お悩みの方lま､この病院検索杢†軋lましノよう｡

全国的7万件の病院情報を揃えてい去す<.(但し､歯科医院情押は除=:コ

三乱J川軋tl方をお知りになりたい方は+二こを押してくだ乱1｡

また､今までの色々な 韻している病院はどこか+など,病院探しで阿ったときに

利用する,いわば｢オンライン病院ガイド+とも言える

(図1,2参照)｡さらに,会員の場合,利川者の希望する

診療時間帯や曜日などの条件をフォームに人力して送る

だけで,条件に該当する機関をメールで案内する｢メー

ルによる病院探し+をサービスとして受けることができ

る｡･方,会員以外の一般ユーザーに対しても,FAQや

硯代病についての解説など,病院に行く前に参照できる

トピックを豊富に提供している｡これらトピックの執筆

やメール回答作成について,株式会社ウェルネス医療情

報センターの専門スタッフや医師などの協ノJを仰いでい

る点が,"Medisc()peI'のもう一つの特徴と言える｡

3.2 ウェブサイトを通じたビジネスの特徴

コンテンツ提供は株式会社ウェルネス医療情報センタ

ーで,入会問い合わせ･申し込みへの対応や顧客管理,

会員獲得に向けた拡販活動,広告言伝といった事業運営

の総合窓口はR立製作所で,というスキームによって推

進してきたこのサービスは事業開始から約1年が経過し,

コンテンツサービス事業のノウハウも徐々に蓄積されつ

つある(｡定期的なコンテンツ更新はもちろんのこと,イ

ンターネットユーザー層が年齢･性別ともに広範朗であ
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図2"Mediscope”の病院検索画面

全国12万件の医療機関情幸計病院を探し

ましょう+では,｢地域+と｢診療科目+をク

リックするだけで,目的の医療機関を簡

単に探すことができる｡
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ることから,マーケテイングを頻繁に実施し,各ユーザ

ーに対して効果的な手法での情幸Ii発信を高頻度かつ継続

的に行うなど,ウェブサイトの認知度を高めるための地

道な活動を続けている｡

また,｢医療+というデリケートな分野であるだけに,

対顧客サービスとして事業展開を図るには,--･段のき

めの和やかさや配慮,迅速さが求められる｡これらのノ

ウハウはいずれも,恐らく従来のハードウェア･ソフト

ウェア事業でのそれとはまったく異なるものであると考

える｡

さらに,ウェブサイトを通じてのコンテンツサービス

事業の強みとして,一方的な情報発信だけでなく,会

員･非会員を問わずウェブサイトを見た人々からの貴重

な意見や問い合せも含め,結果的に効率よく市場の声を

吸い上げる場を併せ持つことができる点があげられる｡

例えば｢今,自分が通っている医院はとても親切なので,

データベースにぜひ追加してほしい｡+といった声をフィ

ードバックすることは,既存DBの強化にもつながり,ま

た,時として′受ける批評などは,新しいメニュー考案の

際のヒントになることが多い〔)

3.3 サービス系強化に向けた今後の展望

"Mediscope”事業拡人に向けた第 エステップの姿と

して,従来のコアコンテンツ(中核的情報内苓)である

｢医療機関情報+の案内など一方的な配信だけでなく,

(1)｢Ⅰ矢療+そのものの向上へつながる情報提供と,(2)

サービス事業そのものへのシフトの人きな二つの方向を

考えた｡)

(1)の場合は,受益者サイドである患者と,供給者サ

イドである医療関係者双方の･抱える課題解決を岡るもの

である｡患者の･抱える課題とは,各人に合った希望の診

療をスムーズに′受けることであF),･方,医療関係者は,

効率的に良質の診療を提供し,経営の健全化を図ること

である｡これらを実現するための方策の ▲つとして,例

えば,患者に対してはオンラインでの予約代行や診察券

を発行することによって医療機関への入り口を設ける｡

また.医療関係者へは,病院と診療所の連携を目的とし

た情報提供や,公的介護保険の導人に先駆けた,福祉施

設情報の案内などを行う｡このような取組みにより,患

者と【夷療関係者相互にメリットを与え,結果として良質

の｢医療+がf一三まれるという相乗効果も期待できるもの

と考える｡

(2)のサービス事業については,例えば,今後福祉分

野で予想される圧倒的な人材･施設不足を考慮し,ケア
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プラン内容や介護サービスの評価などを実施する｡これ

らをデータバンク化して,事業者への人材･施設紹介械

能を持たせることが考えられる｡

おわりに

ここでは,日立製作所の医療情報提供サービス

"～Iediscope''について述べた｡つ

類似サービスを提供する競合ウェブサイトが多い巾

で,事業実現のスピード化が求められるのは当然である

が,口々技術革新が進むインターネットの仲界では,ユ

ーザー環境の著しい変化への対応も必須である｡

▲■Mediscope''では,ネット特有のディジタル技術を浦川

した電子決済システムの導入や,より迅速なアクセス･

検索を実行させるためのインタフェースの改善などにつ

いても積極的に対1JLこしていく計画である｡

最終的な診断や治療行為は医師に委ね,"Mediscope

を患者と医療現場との懸け橋とすることにより,インタ

ーネットによる,さらに進んだ医療情報提供サービスの

提案に努めていく考えである｡

"Mediscope”についての問い合わせ先

郵便 〒136-8632 東京都江東区新砂1-6-27

株式会社口立製作所公共情報事業部

九･1ediscopeサービスセンター

URL http:′ノノ/ノmedisc()Pe.jkk.hitachi.co.jp

電J′･メール1Tlediscope(垂て･jkk.hitachi.c().Jp

電話･ファクシミリ 03-5632-9266

(H～金,9:00～17:00)
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